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第２１回環境対応セミナー

仙台の川⿂の現状と河川整備の最新事例

宮城教育⼤学 棟⽅有宗

⾃⼰紹介 棟⽅ 有宗

東京都出⾝
秋川渓⾕でヤマメを釣る

⼤学院
栃⽊県⽇光の⽔産庁養殖研究所で

サクラマスの研究

宮城教育⼤学⽣物学教室
広瀬川と⿂類の研究

鱒の森に棟⽅トラウトゼミナール連載

オレゴン州⽴⼤学Courtesy Faculty

⽇本⾃然保護⼤賞受賞

カントリーパーク新浜理事

OECM（共⽣サイトに登録） つり⼈社より転載

広瀬川の上流部
⽀流、新川の奥新川キャンプ場付近。四⽅が⽊々に覆われている

広瀬川の中流部
熊ヶ根から数キロ下流。頭上が開け、河原⽯が⾒られるようになる。

広瀬川の中流部
⿅落坂から霊屋橋を⾒る。市街地を⼤きく蛇⾏しつつ流れる。

広瀬川の沿岸⽅向
若林区から宮城野区にかけて疎⽔・⽥園⾵景が広がる。
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仙台駅

⼤倉ダム 七北⽥川

名取川

閖
上

新川

熊ヶ根

霊屋

⻘葉城

作並
温泉

梅⽥川

イワナ（ Salvelinus leucomaenis）・サケ科イワナ属
ヤマメ（ Oncorhynchus masou）・サケ科太平洋サケ属

アブラハヤ（ Rhynchocypris lagowskii steindachneri）・コイ科アブラハヤ属 ウグイ（ Tribolodon hakonensis）・コイ科ウグイ属 アユ（ Plecoglossus altivelis）・キュウリウオ科アユ属
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カジカ（Cottus pollux）・カジカ科カジカ属 サクラマス（ Oncorhynchus masou）ヤマメの降海型

スナヤツメ （環境省レッドリスト絶滅危惧II類）
シーラカンスよりも古い、まさに⽣きた化⽯ 国外外来種コクチバス（ Micropterus dolomieu）の侵入

回遊とは？ 異なる２地点間を結んで行われる移動（migration）のこと

回遊魚 硬骨魚類２万種の0.8%（約140種）。

回遊行動の分類
１）海（海水）、あるいは川（淡水）の中のみを回遊する

①海のみ
②河川のみ

２）海（海水）と川（淡水）とをむすんで回遊→通し回遊
③海から川
④川から海
⑤海と川、両側的に回遊

＜川＞ ＜海＞

ウナギ

アユ

サケ、サクラマス

③海→川

⑤海⇔川

日本周辺には100種ほど分布（マグロ、カツオ、ウグイ、サケ・マス、ウナギ、アユなど）

④川→海

卵
卵

卵

降河回遊

遡河回遊

両側回遊

回遊の名称代表種
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サケ（川→海）

ウナギ（海→川）

アユ（両側回遊）

仙台は地球の川魚のスクランブルエリア

北堰

四ツ谷堰

郡山堰
愛宕堰

河川内は回遊魚の通り道

2021年４⽉ 澱橋下流域
多孔性の再⽣⼯事
（仙台⼟⽊事務所との協
働）

牛越橋 宮城県河川課との勉強会（環境現地視察）
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2022年 ⽜越橋上流域
多孔性の再⽣⼯事
（宮城県仙台⼟⽊事務所との協働）

2022年 ⽜越橋上流域
多孔性の再⽣⼯事
（宮城県仙台⼟⽊事務所）

2019年 ⻯ノ⼝渓⾕ 動線の確保（切り⽋き⿂道）
仙台市河川課、環境共⽣センターとの協働

⻯ノ⼝渓⾕ 切り⽋き⿂道の開削⼯事（林⽥寿⽂撮影）

２．竜の口沢への魚道の設置

29

設置前 設置後

幅：10.0 m

落差：2.5 m

床止め部

水たたき部
・スリットからの排砂による堤体

の恒久性の向上

・施工が容易かつ低コスト
※従来の魚道の新規設置や堰堤の撤去に比べて

落差：0.2 m

２．竜の口沢への魚道の設置

30

（１）フトンカゴによる土砂堆積

流下土砂を堆積

魚道

フトンカゴ

（２）魚道内の補助施工

曲面加工(アール)

オーバーハング

床面の粗削り
粗石の配置

土砂

魚道

●切欠き魚道の工夫点
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２．竜の口沢への魚道の設置

31

●切欠き魚道の安定性と順応的管理

落差

補修後

補修前増水時の切欠き魚道

・増水による損壊は確認されず

・追加補修によるさらなる落差軽減

３．魚道設置前後の魚類相

32

●切欠き魚道の設置前後での魚類相の変化

３つの対照河川との比較※2020年4〜12月時点

コイ科：1種 コイ科：1種
コイ科：2種

コイ科：5種

コイ科：2種

ドジョウ科：

1種

ドジョウ科：

1種

ドジョウ科：

１種

ドジョウ科：

1種

ドジョウ科：

3種

ハゼ科：1種

ハゼ科：1種

ハゼ科：1種

ハゼ科：1種

サケ科：1種

アユ科：1種

サンフィッシュ科：

１種

竜ノ口渓谷

（設置前）

竜ノ口渓谷

（設置後）

名取.18支川 針山川 三居沢

アブラハヤ

ホトケドジョウ

ヨシノボリ類

設置後に新規出現

過去の調査より (1989年・2004〜2005年・2019年10月)

（合流点に河川横断工作物をもたない支流）

●北⽇本集団

●南⽇本集団

●⽣息地でDNAの型がちが
う
●南⽇本集団だけでもさらに
9のグループに分けられる
●今回介するのはB１１

No. 2 三居沢
河⼝から数百ｍ上流に
落差約70cmの垂直堰堤
がある。

下流域にはウグイが居て、
ヤマメも産卵しており、有
望な⽀川である。

2022年 取り組みは梅⽥川へ
動線の確保（切り⽋き⿂道２号）
（仙台市河川課、環境共⽣センターと協
働）

2022年 愛宕堰
動線の確保（礫積み⿂道）
（仙台⼟⽊事務所との協働） せせらぎ⽔路（第40回全国都市緑化仙台フェア 2023.4.〜）

https://www.hirosegawa-net.com/より
引⽤

●北⽇本集団

●南⽇本集団

●⽣息地でDNAの型がちが
う
●南⽇本集団だけでもさらに
9のグループに分けられる
●今回介するのはB１１

三居沢 メモ

河口から数百 ｍ上流に
落差70 cmの垂直堰堤

下流域ではヤマメも産卵、
有望な支川である。
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●北⽇本集団

●南⽇本集団

●⽣息地でDNAの型がちが
う
●南⽇本集団だけでもさらに
9のグループに分けられる
●今回介するのはB１１

聖沢 メモ

河口域に落差約1.5m
の垂直堰堤

過去にイワナの遡上が目撃され
ており、有望な支川である。

ここ数年、広瀬川のシロサケ回帰数が激減

新たな環境の危機のあらわれ？

北太平洋広瀬川

産卵⾏動

遡上回遊

索餌回遊

降河回遊

回帰回遊

銀化⿂摂餌

シロサケの一生

サケ（川→海）

ウナギ（海→川）

アユ（両側回遊）

仙台はサケ科魚の分布の南限に近い

Wa

サクラマス
の栄養分

暖⽔塊

So what are the underlying mechanisms?

How do chum salmon 
juveniles respond to 

temperature?

Partition net

Nylon line

Tank A Tank B

Heater 
(Chiller)

Chiller 
(Heater)

External
filter

External
filter

Pump Pump

Pipe

Chum salmon: size-dependent thermal preference

Munakata et al., 2025 Fish Biology

北を⽬指す⿂？
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*** **p<0.001 p<0.01 P<0.05

■Low ■High

Body sizes differ between fish that selected high/low water temp.

*

■Low ■High ■Low ■High

Low temp High temp

Longer Heavier Short    light
fatSlimmer

Critical point

Longer and heavier fish tend to prefer cooler water (north)

SouthNorth

Window period

成⻑ステージ

資源減少→放流（補填）

⽣態学的課題 (e.g. シロサケの減少) 

⼤量放流・過剰放流（遺伝的攪乱）

従来のアプローチ ⽣理学的アプローチ

成⻑ 内分泌

⾏動⽣理 臨界期

より多⾯的な資源管理

広瀬川のサクラマスの秋スモルト化現象

秋の河川残留型

広瀬川のサクラマスの秋スモルト化現象

河川残留型（作並） 秋スモルト様個体（郷六）

0% 80%

Sea water challenge（survival） test（２４ｈ）
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広瀬川のサクラマスの秋スモルト化現象

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1
1.2
1.4
1.6
1.8
2

Nov 13 Nov 28 Nov 20

秋スモルト様個体 河川残留型（ヤマメ）

エラの浸透圧調節酵素（NKA）活性

Munakata and Shimizu (unpublished data)

１１～１２月に降海する個体群（秋スモルト）であることが判明

広瀬川のサクラマスの秋スモルト化現象

出典：T-worldatlas

大原川: 秋スモルト

伊里前川: 春スモルト

サクラマスの秋スモルトの出現エリア

広瀬川: 秋スモルト

五ヶ瀬川: 秋スモルト

サツキマス（アマゴ）

棟方 桜鱒はなぜヤマメとサクラマスになったかより

広瀬川のサクラマスの秋スモルト化現象

もともと秋スモルト

Single fall smolt

Twin peaks

広瀬川のサクラマスの秋スモルト化現象

Single spring smolt

サツキマス

サクラマス

サクラマス
秋スモルト

オイカワの増加

ウグイ（ Tribolodon hakonensis）・コイ科ウグイ属オイカワ（ Zacco platypus）・コイ科ハス属

オイカワ（国内外来種）が増加し、ウグイ（在来種）が減る

1970年代に報告され、2010年以降、再び発⽣中

要因：瀬（流速）の増加＝淵の減少
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河床の
多孔性

動線
（⿂道）

⽔量
⽔温

⼈⼯産卵床
砂礫の供給

⽔源林整備 天⽔桶

⽬指すべき川の条件と実現⽅法 震災後 （震災から約2年後 2013.03）

広瀬川

●仙台駅

七郷掘

⾼砂掘

太平洋

● カントリー
パーク新浜

メダカ（Oryzias latipes） 通称井⼟メダカ

広瀬川の沿岸部
津波被災地の復興・保全取り組み（カントリーパーク新浜） 謝辞

仙台市河川課

宮城県河川課

仙台⼟⽊事務所

⼟⽊研究所環境共⽣センター

⽔・環境ネット東北・仙台リバーズネット梅⽥川

林⽥寿⽂⽒（写真提供）、伊藤崚⽒

菅原正徳⽒（仙台市俯瞰地図提供、調査協⼒）
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